BX2000

BIOS Configuration


4.BIOS設定
　本メインボードにはAward BIOS ROM が搭載されており、システムの基本的な環境を設定することができます。この環境構成については、バッテリーでバックアップされたCMOS SRAM内に格納されるため、システムの電源がオフになっても構成情報は消えません。
4.1. セットアップに入る
　コンピューターの電源を投入し、すぐに<Del>キーを押すとSETUPに入ることができます。もし、セットアップにはいることのできるメッセージが消えてしまって、システムの起動が進んだ場合には、もう一度コンピューターの電源を入れ直すかリセットボタンを押してリセットして、やり直してください。また、 <Ctrl>, <Alt>,  <Del>キーを同時に押すことでリセットすることもできます。
4.2. 操作キー
上矢印キー
前の項目へ移動

下矢印キー
次の項目へ移動

左矢印キー
左方の項目へ移動

右矢印キー
右方の項目へ移動

Esc キー
メインメニュー…CMOSへの変更を保存せず終了

その他のオプション設定ページなど…そのページを終了し メインメニューに戻る

PgUp キー
数値を増やす、または、設定を変更する

PgDn key
数値を減らす、または、設定を変更する

F1 キー
メインメニュー以外のメニュー画面には、ヘルプを表示することができる場合あり

F2 キー
16色の中から設定画面の表示色を変更する

F3 キー
予約

F4 キー
予約

F5 キー
以前のCMOS値をCMOSからリストアする。オプション設定ページのみ。

F6 キー
BIOS初期値テーブルからCMOS初期値を呼び出す。オプションページのみ

F7 キー
初期値の読み込み

F8 キー
予約

F9 キー
予約

F10 キー
すべてのCMOS変更を保存・メインメニューのみ

4.3. ヘルプの表示
4.3.1.
メインメニュー
　反転表示されている項目の簡単な解説は、画面最下部に表示されます。
4.3.2.
ステータスページ設定メニュー / オプションページ設定メニュー
　F1キーを押すと、ポップアップヘルプウィンドウが表示されます。反転表示された項目についてのキーや内容などについて表示されます。ヘルプを終了するには <Esc>キーを押します。
4.4. メインメニュー
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　Award BIOS CMOS セットアップ ユーティリティーに入るとメインメニュー (図 4.1)が表示されます。 メインメニューでは、9個の設定項目、２つの終了項目を選択することができます。矢印キーを使って選択したい項目を反転表示させ、エンターキーを押すとサブメニューに入ります。
図 4.1: メインメニュー
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Standard CMOS setup

このページでは、標準的な互換機BIOS関連の設定を行います。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
BIOS features setup

このページでは、Award BIOS固有の機能を設定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Chipset features setup

このページでは、チップセット関連の設定を行います。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Power management setup

このページでは、グリーン機能に関する設定を行います。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
PNP/PCI configuration

このページでは、PCI/PnP ISAリソース関連の設定を行います。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Load BIOS defaults

システムを確実安全に動作させる初期設定を読み込みます。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Load Performance defaults

システムをベストな状態で使用することのできる初期設定を読み込みます。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Integrated peripherals

ボード上の周辺機器関連の設定を行います。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Supervisor  password

システムやセットアップへのアクセスを制限できるパスワードを、設定や変更したり、無効などにします。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
User password

システムへのアクセスを制限できるパスワードを、設定や変更したり、無効などにします。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
IDE HDD auto detection

ハードディスクのパラメーターを自動的に環境構成します。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Save & exit setup

CMOS設定値を保存して、セットアップを終了します。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Exit without saving

CMOS設定値を保存することなく、修正を無効にしてセットアップを終了します。

4.5. STANDARD CMOS SETUP メニュー
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　Standard CMOS Setup メニュー (図 4.2)には、9つのカテゴリーがあります。各カテゴリーには、いくつかの設定があります。矢印キーで設定したい項目を反転表示させ、<PgUp> <PgDn>キーで設定内容を変更してください。
図 4.2: Standard CMOS Setup メニュー
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Date

<day> <month> <date> <year>を設定します。 

day
曜日が表示されています。

month
1月から12月までの月を設定します。

date
月に応じて、1から31(30.28.29)までで日を設定します。

year
1994年から2079年までで、年を設定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Time

<hour> <minute> <second>を設定します。24時間表示なので、午後1時は13:00:00となります。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Primary HDDs / Secondary HDDs
　コンピューターにインストールされているハードディスク、CドライブからFドライブに関する設定です。自動設定のAutoとユーザー設定とがあります。ユーザー設定では、ユーザーがハードディスクについて設定します。Autoでは、BIOSがハードディスクについて検出し自動的に設定します。
　ハードディスクの諸パラメーターにしたがって設定してください。そうしないとハードディスクは正常に動作しません。 

　User Typeを選択すると、以下の情報を入力することになります。入力したら<Enter>キーを押してください。なお、これらの入力情報についてはハードディスクに付属している文書を参照してください。
CYLS.
シリンダー数

HEADS
ヘッド数

PRECOMP
Precomp値を書きます

LANDZONE
ランディング ゾーン

SECTORS
セクター数

ハードディスクがインストールされていない場合には、NONEを選択し<Enter>キーを押してください。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Drive A type / Drive B type
　コンピューターにインストールされている、フロッピーディスクドライブA、Bについて設定します。
None
フロッピードライブはインストールされていません。

360K, 5.25 in.
5.25インチ360Kバイトタイプ

1.2M, 5.25 in.
5.25インチ1.2M バイトタイプ (3モードが有効の時3.5インチです)

720K, 3.5 in.
3.5インチ720Kバイト

1.44M, 3.5 in.
3.5インチ1.44Mバイト

2.88M, 3.5 in.
3.5インチ2.88Mバイト

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Floppy 3 Mode Support (日本向き)
Disabled
フロッピードライブはインストールされていません。

Drive A
Aドライブは、3モードです。

Drive B
Bドライブは、3モードです。

Both
A / B 共に3モードです。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Video

　ここでは、お使いのディスプレーカードとモニターについて設定します。もし、複数のモニターをご使用の場合でも、セカンダリーモニターについての設定は、ここでは行いません。
EGA/VGA
EGA,VGA,SVGA,PGA モニターアダプター

CGA 40
40カラムカラー グラフィックスアダプター

CGA 80
80カラムカラー グラフィックスアダプター

MONO
モノクロームモニター。高解像度タイプを含みます。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Halt on

　システムがエラーを検出したとき、コンピューターの動作を停止させることに関する指定です。
NO Errors
エラーを検出しても、システムは停止しません。

All Errors
BIOSがエラーを検出したら、エラーの種類に関わりなく、システムを停止します。

All, But Keyboard
キーボード関連を除くすべてのエラーでシステムは停止します。

All, But Diskette
フロッピー関連を除くすべてのエラーでシステムは停止します。

All, But Disk/Key
フロッピー/キーボードを除くすべてのエラーでシステムは停止します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Memory

　このカテゴリーは、表示のみで変更できません。POST(Power On Self Test：電源オン時の自己診断テスト)時にBIOSが検出します。
Base Memory

　BIOSがPOST時に検出した、システムにインストールされているベースメモリー（コンベンショナルメモリー）です。 

　メインボード上に512KBが搭載されていると512KBと、640KB以上搭載されていると640KBと表示されます。
Extended Memory

　BIOSがPOST時に検出したエクステンドメモリーが表示されます。 

　CPUのメモリーアドレスマップで、1MBを超えた部分のメモリーです。
Expanded Memory

　Lotus/Intel/Microsoft(LIM)規格のEMSとして使用できるメモリーです。
　多くの標準的なDOSでは640Kを超えてメモリーを使用することができません。Expanded Memory Specification(EMS)は、メモリースワップ手法を用いて全メモリーにアクセスできるようにします。 

　EMSでスワップされるメモリーは通常64KBですが、それらEMSの動作についてはチップセットの設計に依存します。
　EMSを使用するには、EMSデバイスドライバーが必要です。
 Other Memory

　ここには、640 Kから1024 Kアドレススペースまでのメモリーが表示されます。このメモリーは、個々のアプリケーションで使用されます。
　DOSは、デバイスドライバーをアプリケーションに割り当てます。このエリアの主な使い道はシャドウRAMです。
[image: image4.png]PG EETUR DRIL T g o
chgs  SETUR UTILITY
AGHAD SO TuRRE, TNC.

[STATbaR Cios SETUR INTEGRATED PERIPHERALS
B105 FERTURES SETUP. SUPERVISOR FRSSHORD
CHIPSET FEATURES SETUP USER PRSSHORD

POUER HANAGENENT SETUP I0E HOD RUTO DETECTION
PHP/FCI CONFIGURATION SAUE & EAIT SETUP

LORD B10S DEFAULTS EXIT UITHOUT SRUING
LORD PERFORIANCE DEFAULTS

aie

Seleot [een
8858 o Enie sep

Ehanse BT




4.6. BIOS FEATURES SETUP

　図 4.3: BIOS Features Setup

( Pentium III プロセッサーを取り付けると自動的に認識します。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Virus Warning

　有効にすると、起動時にハードディスクのブートセクターやパーティションテーブルに書き込みが行われようとした場合に、画面に表示されます。システムは停止し警告メッセージが表示されます。ウイルス対策プログラムなどで対策を講じてください。
   
初期値はDisabled（無効）です。
Enabled
ウイルスチェック有効設定です。ハードディスクのブートセクターやパーティションテーブルに書き込みが行われようとした場合に、システムは停止し警告メッセージが表示されます。

Disabled
ウイルスチェック無効の設定です。ハードディスクのブートセクターやパーティションテーブルに書き込みが行われようとした場合でも、警告メッセージは表示されません

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
CPU Internal Cache / External Cache

　この2つのカテゴリーの設定により、メモリーアクセスを高速にすることができます。CPUやチップセットにより結果は異なります。初期値はEnabled（有効）です。
Enabled
キャッシュを有効にします。

Disabled
キャッシュを無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
CPU L2 Cache ECC Checking

初期値はDisabled（無効）です。
Enabled
CPU L2 キャッシュのECCチェックを有効にします。

Disabled
CPU L2 キャッシュのECCチェックを無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Processor Number Feature

　Pentium III プロセッサーを取り付けたとき表示します。
初期値は有効(Enabled)です。
Enabled
Pentium III プロセッサー番号を表示します。

Disabled
この機能を無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Quick Power On Self Test

　このカテゴリーでは、Power On Self Test(POST)の動作について設定します。Enabled（有効）に設定するとPOSTのチェック項目をスキップし、速くなります。
初期値はEnabled（有効）です。
Enabled
POSTを高速にします。

Disabled
POSTは通常の速さです。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
CPU Update Data

初期値はEnabled（有効）です。
Enabled
CPUデーター アップデートを有効にします。

Disabled
CPUデーター アップデートを無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Boot From LAN First

初期値はEnabled（有効）です。
Auto
最初にLANから起動する機能を有効にします。

Enabled
最初にLANから起動する機能を有効にします。

Disabled
最初にLANから起動する機能を無効にします。

(本機能を有効にするには “Auto” または “Enabled” に設定してください。 
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Boot Sequence

　システム起動時にOSを探す順序を指定します。初期値は A,C,SCSIです。
X1, X2, X3
システムは、最初に X1 ディスク内にOSを探し、続いて X2、X3 ディスクドライブ内を探します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Swap Floppy Drive

初期値はDisabled（無効）です。
Enabled
DOS上で、フロッピードライブ A / B が交換されます。

Disabled
フロッピードライブA / B は、通常の定義通りです。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
VGA Boot From

初期値はAGPです。
AGP
VGAはAGPから起動します。

PCI
VGAはPCIから起動します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Boot Up Floppy Seek

　POST中,BIOSはインストールされているフロッピーディスクドライブについて40トラックか80トラックを決定します。360 Kタイプは、40トラック720 Kです。1.2 Mと1.44 Mはすべて80トラックです。初期値はEnabled(有効)です。
Enabled
BIOSはインストールされているフロッピーディスクドライブについて、40トラックか80トラックを決定します。360 Kタイプは、40トラック720 Kです。1.2 M と1.44 M はすべて80トラックです。

Disabled
BIOSはフロッピーディスクドライブのトラック数を確認しません。360Kのドライブの場合には、警告メッセージは表示されないことに注意してください。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Boot Up NumLock Status

初期値はOnです。
On
テンキーは、数字キーになります

Off
テンキーは、矢印キーになります

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Typematic Rate Setting

　1秒間キーボードを押し続けていたときに入力される文字数の設定です。初期値はDisabled（無効）です。
Enabled
Typematic rate 設定を有効にします。

Disabled
Typematic rate 設定を無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Typematic Rate (Chars / Sec)

初期値は６です。
6-30
1秒間のタイピング文字数の設定を6～30で設定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Typematic Delay (Msec)

初期値は250です。
250-1000
キーリピート値の設定を250Msec～1000Msecで設定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Security Option

　システムへのアクセスを制限することができます。初期値はSetupです。
System
パスワード入力を求められたとき、正確なパスワードを入力しないとシステムも起動しませんし、Setupに入ることもできません。

Setup
システムは起動しますが、パスワード入力を求められたときに正確なパスワードを入力しないとSetupに入ることはできません。

symbol 77 \f "Wingdings" \s 10 \h
　セキュリティを無効にするには、PASSWORD SETTINGをメインメニューで選択し、パスワード入力を求められたら、何も入力せずに <Enter>を押してください。セキュリティが無効になると、システムは起動し、自由にSetupに入ることができます。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
PCI/VGA Palette Snoop

初期値はDisabled（無効）です。
Enabled
ISAとPCIの両方にビデオカードを搭載している場合に指定します。

Disabled
VGAカードを一枚だけ搭載している場合の指定です。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Assign IRQ For VGA 

初期値はEnabled（有効）です。
Enabled
VGAに固有のIRQを割り当てます。

Disabled
VGAにIRQを割り当てません。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
OS Select For DRAM>64MB

初期値はNon-OS2です。
Non-OS2
OS2以外のOSの場合に指定します。

OS2
OS2を使用しDRAM>64MBの場合に使用します。

SYMBOL 183 \f "Symbol" \s 12 \h
HDD S.M.A.R.T. Capability

初期値は Disabled(無効)です。
Enable
HDD S.M.A.R.T. Capability有効

Disable 
HDD S.M.A.R.T. Capability無効

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Report No FDD For WIN 95

初期値はNoです。
No
FDDにIRQ6を割り当てます。

Yes
FDDへのIRQ6の割り当てを自動的に行います。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Video BIOS Shadow

　ビデオBIOSをRAMにコピーする(シャドウ)かどうか指定します。しかし、チップセットにより、シャドウが有効になるかどうかは異なります。ビデオ シャドウを有効にすると、ビデオのスピードが速くなります。初期値はEnabled（有効）です。
Enabled
ビデオ シャドウを有効にします。

Disables
ビデオ シャドウを無効にします。
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4.7. CHIPSET FEATURES SETUP
図 4.4: Chipset Features Setup
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Reset Case Open Status (オプション)
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Case Opened (オプション)

筐体が閉じられているとき “Case Opened” は “No” です。
筐体が開放されているとき “Case Opened” は “Yes” です。
“Case Opened” 値をリセットしたいときは “Reset Case Open Status”

を “Yes” に設定し、コンピューターを再起動してください。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Slow Down CPU Duty Cycle (オプション)

初期値はNormalです。
Normal
通常動作

12.5%~75.0%
CPUの温度を検出し、温度によりCPU デューティサイクルを12.5%~75.0%とします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Shutdown Temp. ((C / (F) (オプション)

       (この機能はOSがACPI機能をサポートする場合にのみ有効です。)


初期値は 75(C / 167(Fです。

Disabled
通常動作です。

60(C / 140(F
CPUの温度を 60(C / 140(Fでモニターし、温度 > 60(C / 140(F でシステムは自動電源オフします。

65(C / 149(F
CPUの温度を 65(C / 149(F でモニターし、温度 > 65(C / 149(F でシステムは自動電源オフします。

70(C / 158(F
CPUの温度を 70(C / 158(F でモニターし、温度 > 70(C / 158(F でシステムは自動電源オフします。

75(C / 167(F
CPUの温度を 75(C / 167(F でモニターし、温度 > 75(C / 167(F でシステムは自動電源オフします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h    Temp. Select ((C / (F) (オプション)


初期値は 70(C /158(Fです。

60(C / 140(F
CPU 温度を 60(C / 140(F でモニターします。

65(C / 149(F
CPU 温度を 65(C / 149(F でモニターします。

70(C / 158(F
CPU 温度を 70(C / 158(F でモニターします。

75(C / 167(F
CPU 温度を 75(C / 167(F でモニターします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Temperature Alarm (オプション)


初期値は No です。

No 
CPUがオーバーヒートしても警告音を発しません。

Yes
CPUがオーバーヒートしたら警告音を発します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Current  Temp. (オプション)

温度は自動的に検出されます。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Fan Fail Alarm (オプション)

CPU/POWER/PANEL

No
ファンに異常が発生しても警告を発しません。

Yes
ファンに異常が発生したとき警告を発します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Current FAN Speed (RPM) (オプション)

ファンのスピードは自動検出されます。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Current Voltage (v) VCORE / VGTL/ VCC3 / (12V / (5V / VBAT / 5VSB (オプション)

システムの電圧は自動検出されます。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
EDO CASx# MA Wait State

初期値は１です。
1
EDO CASx# MA 待機状態を１に指定します。

2
EDO CASx# MA 待機状態を２に指定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
EDO RASx# Wait State

初期値は１です。
1
EDO RASx# 待機状態を１に指定します。

2
EDO RASx# 待機状態を２に指定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
SDRAM CAS Latency Time

初期値はAutoです。
3
67 / 83 MHz SDRAM DIMM モジュールの場合の設定です。

2
100 MHz SDRAM DIMM モジュールの場合の設定です。

Auto
SDRAM上にSPDがある場合には自動的に設定されます。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
DRAM Data Integrity Mode

DRAMのタイプに合わせて設定してください。
Non-ECC
64bit標準タイプDIMMモジュールの設定です。

ECC
72bit ECCタイプDIMMモジュールの設定です。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
System BIOS Cacheable

初期値はEnabled（有効）です。
Enabled
システムBIOSキャッシュを有効にします。

Disabled
システムBIOSキャッシュを無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Video BIOS Cacheable

初期値はEnabled（有効）です。
Enabled
ビデオBIOSキャッシュを有効にします

Disabled
ビデオBIOSキャッシュを無効にします

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Video RAM Cacheable

初期値はDisabled（無効）です。
Disabled
機能を無効にします。

Enabled
VGAの性能を向上させますが、VGAによっては無効にしないと動作しません(例：ET4000W32P)。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
16 Bit I/O Recovery Time

初期値は１です。
1-4
16ビットI/Oリカバリー時間を１～４に設定します。

NA
なし

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Memory Hole At 15M-16M

初期値はDisabled（無効）です。
Disabled
通常の設定です。

Enabled
ISAにAddress=15～16MBをマッピングします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Delayed Transaction

初期値はDisabled（無効）です。
Disabled
通常の設定です。

Enabled
システムに遅いISA装置がある場合の設定です。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Clock Spread Spectrum

初期値はDisabled（無効）です。
Disabled
この機能を無効にします。

Enabled
Clock Spread Spectrumを有効にします。
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4.8. POWER MANAGEMENT SETUP
図 4.5: Power Management Setup

( これら2項目は “Resume by Alarm”をEnabledしたときに表示されます。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
 Power Management

初期値はEnabled（有効）です。
Enabled
グリーン機能を有効にします。

Disabled
グリーン機能を無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
PM Control by APM

初期値はYesです。
Yes
ソフトウェアAPM機能を有効にします。

No
ソフトウェアAPM機能を無効にします。

SYMBOL 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Video off Method

初期値はDPMSです。
V/H SYNC + Blank
BIOSはグリーンモニターを節電しグリーンモードに入るとV/H-SYNCを切ります。

Blank Screen
BIOSはグリーンモードに入ると画面を黒にします。

DPMS 
BIOSはDPMSでVGAカードを制御します(グリーン機能搭載ディスプレイは自動的にV/H-SYNCを切ります)。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Suspend Mode

初期値はDisabled（無効）です。
Disabled
サスペンドモードを無効にします。

1 min - 1 Hour
サスペンドモードに入る時間を指定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
HDD Power Down

初期値はDisable（無効）です。
Disable
HDD電源オフモード機能を無効にします。

1-15 mins.
HDD電源オフモードに入る時間を1～15分で設定します。

 symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h   VGA Active Monitor

初期値はDisabled（無効）です。
Disabled
VGAモニター(監視)機能を無効にします。

Enabled
VGAモニター(監視)機能を有効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Soft-off by PWR-BTTN

初期値はInstant-Offです。
Instant-off
電源スイッチを押すと電源オン/オフになります。

Delay 4 Sec.
システム電源オンの時、4秒間電源スイッチを押し続けると電源オフになります。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
System After AC Back

初期値はSoft-Offです。
Memory
コンピューターの状態に依存します。

Soft-Off
ソフト オフになります

Full-On
フル オンになります

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Power LED in Suspend

初期値は BLINKINGです。
BLINKING
 Power LED in Suspend を BLINKINGモードにします。

ON
 Power LED in Suspend を オンモードにします。

OFF/DUAL
 Power LED in Suspend を OFF/DUALモードにします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
CPUFAN Off In Suspend

初期値はEnabled（有効）です。
Disabled
この機能を無効にします。

Enabled
サスペンドモードに入るとCPU FANを止めます。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
PME Event Wakeup

初期値はEnabled（有効）です。
Disabled
PMEイベントウェイクアップを無効にします。

Enabled
PMEイベントウェイクアップを有効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
ModemRingOn / WakeOnLan

初期値はEnabled（有効）です。
Disabled
これらの機能を無効にします。

Enabled
これらの機能を有効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
ACPI Suspend Type

初期値はPower On Suspendです。

Power On Suspend
 ACPIサスペンドタイプをPower On Suspendにします。

Suspend to RAM
 ACPIサスペンドタイプをSuspend to RAMにします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Resume by Alarm

初期値はDisabled（無効）です。
Disabled
この機能を無効にします。

Enabled
電源オンでこの機能を有効にします。

 “Resume by Alarm”をEnabled（有効）にした場合
Date ( of Month) Alarm :
0～31

Time ( hh: mm: ss) Alarm :
(0～23) : (0～59) : (0～59)

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
IRQ [3-7,9-15] , NMI

初期値はEnabled（有効）です。
Disabled
この機能を無効にします。

Enabled
グリーンモードに入るかどうかについてIRQ[3-7,9-15]を監視します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Primary IDE 0/1

初期値はDisabled（無効）です。
Disabled
この機能を無効にします。

Enabled
グリーンモードに入るかどうかについてプライマリーIDE 0/1を監視します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Secondary IDE 0/1

初期値はDisabled（無効）です。
Disabled
この機能を無効にします。

Enabled
グリーンモードに入るかどうかについてセカンダリーIDE 0/1をを監視します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Floppy Disk

初期値はEnabled（有効）です。
Disabled
この機能を無効にします。

Enabled
グリーンモードに入るかどうかについてフロッピーディスクを監視します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Serial Port

初期値はEnabled（有効）です。
Disabled
この機能を無効にします。

Enabled
グリーンモードに入るかどうかについてシリアルポートを監視します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Parallel Port

初期値はDisabled（無効）です。
Disabled
この機能を無効にします。

Enabled
グリーンモードに入るかどうかについてパラレルポートを監視します。
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4.9.
PNP/PCI CONFIGURATION
図 4.6: PCI Slot Configuration

( この項目は “Used MEM base addr” を設定した場合に表示されます。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
PNP OS Installed

初期値はNoです。
Yes
PNP OS Installed 機能を有効にします。

No
PNP OS Installed 機能を無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Resources Controlled by

初期値はManualです。
Manual
レガシーISA機器により使用されているPnPリソース(I/O Address,IRQ & DMAチャネル)を指定できます。

Auto
BIOSがこれらPnPリソースを割り当てます。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Reset Configuration Data

初期値はDisabled（無効）です。
Disabled
この機能を無効にします。

Enabled
ESCD内のPnP情報を消去します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
IRQ (3,4,5,7,9,10,11,12,14,15), DMA(0,1,3,5,6,7) assigned to 

初期値は "Legacy ISA" または "PCI/ISA PnP"です。
Legacy ISA
リソースは、レガシーISA機器により使用されます。

PCI/ISA PnP
リソースは、PCI/ISA PnP 機器(PCIまたはISA)により使用されます。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Used MEM base addr.

初期値はN/Aです。
N/A
メモリーブロックを使用しません。

C800 ～ DC00
メモリーブロック開始アドレスを指定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Used MEM Length 

初期値は8Kです。
 8K ～ 64K
メモリーブロックサイズを指定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Assign IRQ For USB 

初期値はEnabled（有効）です。
Enabled
固有のIRQをUSBに割り当てます。

Disabled
USBにIRQを割り当てません。
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4.10. LOAD BIOS DEFAULTS
図 4.7: Load BIOS Defaults

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Load BIOS Defaults

　BIOS初期値をCMOS SRAMに入力するには"Y"を、そうでない場合には"N"を入力してください。
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4.11. LOAD PERFORMANCE DEFAULTS

図 4.8: Load PERFORMANCE Defaults

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Load PERFORMANCE Defaults

　PERFORMANCE初期値をCMOS SRAMに読み込むには"Y"を、そうでない場合は "N"を入力してください。
4.12. INTEGRATED PERIPHERALS
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 図 4.9: Integrated Peripherals

( この項目は“Keyboard Power Onで“Multikey”を選択したときに表示されます。
symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
IDE HDD Block Mode

初期値はEnabled（有効）です。
Enabled
IDE HDD ブロックモードを有効にします。

Disabled
IDE HDD ブロックモードを無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
IDE Primary Master PIO (ボード上のIDE 1stチャネル用).

初期値はAutoです。
Auto
BIOSが自動的にIDE HDDアクセスモードを検出します。

Mode0～4
IDEアクセスモードを手動設定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
IDE Primary Slave PIO (ボード上のIDE 1stチャネル用).

初期値はAutoです。
Auto
BIOSが自動的にIDE HDDアクセスモードを検出します。

Mode0～4
IDEアクセスモードを手動設定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
IDE Secondary Master PIO (ボード上のIDE 2ndチャネル用).

初期値はAutoです。
Auto
BIOSが自動的にIDE HDDアクセスモードを検出します。

Mode0～4
IDEアクセスモードを手動設定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
IDE Secondary Slave PIO (ボード上のIDE 2ndチャネル用).

初期値はAutoです。
Auto
BIOSが自動的にIDE HDDアクセスモードを検出します。

Mode0～4
IDEアクセスモードを手動設定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
IDE Primary Master UDMA.

初期値はAutoです。
Auto
BIOSが自動的にIDE HDDアクセスモードを検出します。

Disabled
UDMA機能を無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
IDE Primary Slave UDMA.

初期値はAutoです。
Auto
BIOSが自動的にIDE HDDアクセスモードを検出します。

Disabled
UDMA機能を無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
IDE Secondary Master UDMA.

       初期値はAutoです。
Auto
BIOSが自動的にIDE HDDアクセスモードを検出します。

Disabled
UDMA機能を無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
IDE Secondary Slave UDMA.

初期値はAutoです。
Auto
BIOSが自動的にIDE HDDアクセスモードを検出します。

Disabled
UDMA機能を無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
On-Chip Primary PCI IDE

初期値はEnabled（有効）です。
Enabled
ボード上の1stチャネルIDEポートを有効にします。

Disabled
ボード上の1stチャネルIDEポートを無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
On-Chip Secondary PCI IDE

初期値はEnabled（有効）です。
Enabled
ボード上の2ndチャネルIDEポートを有効にします。

Disabled
ボード上の2ndチャネルIDEポートを無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
USB Keyboard Support

初期値はDisabled（無効）です。
Enabled
USBキーボードをサポートします 。

Disabled
USBキーボードをサポートしません。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Onboard FDC Controller

初期値はEnabled（有効）です。
Enabled
ボード上のFDCポートを有効にします。

Disabled
ボード上のFDCポートを無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Onboard Serial Port 1

初期値は3F8/IRQ4です。
Auto
BIOSが自動的にポート１のアドレスを設定します。

3F8/IRQ4
シリアルポート１を有効にしアドレスは3F8です。

2F8/IRQ3
シリアルポート１を有効にしアドレスは2F8です。

3E8/IRQ4
シリアルポート１を有効にしアドレスは3E8です。

2E8/IRQ3
シリアルポート１を有効にしアドレスは2E8です。

Disabled
ボード上のシリアルポート１を無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Onboard Serial Port 2

初期値は2F8/IRQ3です。
Auto
BIOSが自動的にポート２のアドレスを設定します。

3F8/IRQ4
シリアルポート２を有効にしアドレスは3F8です。

2F8/IRQ3
シリアルポート２を有効にしアドレスは2F8です。

3E8/IRQ4
シリアルポート２を有効にしアドレスは3E8です。

2E8/IRQ3
シリアルポート２を有効にしアドレスは2E8です。

Disabled
ボード上のシリアルポート２を無効にします。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Onboard Parallel port

初期値は378/IRQ7です。
Disabled
ボード上のLPTポートを無効にします。

378/IRQ7
LPTポートを有効にしアドレスは378/IRQ7です。

278/IRQ5
LPTポートを有効にしアドレスは278/IRQ5です。

3BC/IRQ7
LPTポートを有効にしアドレスは3BC/IRQ7です。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Parallel Port Mode

初期値はSPPです。
SPP
パラレルポートを標準プリンターポートに指定します。

EPP
パラレルポートをEPPに指定します。

ECP
パラレルポートをECPに指定します。

ECP+EPP
パラレルポートをECPおよびEPPモードに指定します。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
PS/2 Mouse Power on

初期値はDisabled（無効）です。
Disabled
PS/2マウス パワーオン機能を無効にします。

DblClick
PS/2マウスの 左/右　ボタンをダブルクリックすることでシステムの電源が入ります。

symbol 183 \f "Symbol" \s 12 \h
Keyboard Power on

初期値は POWER Keyです。
POWER Key
キーボードに “POWER Key” ボタンがある場合、このボタンでシステムを電源オンできます。

Disabled
キーボード電源オンを無効にします。

Multikey
キーボードに指定したキーを入力することでシステムの電源をオンにすることができます。

SYMBOL 183 \f "Symbol" \s 12 \h
KB Power ON Multikey

Enter
1～5文字のキーボード電源オンパスワードを入力してください。

symbol 77 \f "Wingdings" \s 10 \h
　キーボード電源オンを利用するには、キーボード パワーオンパスワードを指定する必要があります。パスワードは2個以上の文字で指定します。パスワードを入力し、エンターキーを押すと電源がオンになります。
4.13.
SUPERVISOR PASSWORD / USER PASSWORD
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　この機能を選択すると、パスワードを指定できるように次のメッセージが画面中央に表示されます。
図 4.10: Password Setting

　最高8文字までのパスワードを入力し <Enter>キーを押してください。今入力したパスワードは消え、もう一度パスワードを入力する確認画面が表示されます。パスワードをもう一度入力し<Enter>キーを押してください。
　パスワードを無効にするには、パスワードの入力を求められたときに単に <Enter>キーを押してください。“PASSWORD DISABLED(パスワードが無効になりました)”と表示され、確認画面が表示されます。パスワードが無効になると、自由にシステムを起動しセットアップに入ることができます。
　BIOS Features Setup MenuのSecurity OptionでSystemを指定した場合には、 システムを起動するたびごと、セットアップに入ろうとするごとにパスワードの入力を求められます。BIOS Features Setup MenuのSecurity OptionでSetupを指定した場合には、セットアップに入ろうとした場合のみパスワードの入力を求められます。
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4.14. IDE HDD AUTO DETECTION
図 4.11: IDE HDD Auto Detection
　"Y"を入力するとBIOSが検出したハードディスクのパラメーターが入力されます。 

　"N"を入力すると以前の設定になります。ハードディスクのシリンダー数が1024を超える場合には、LBAや LARGER を選択してください。528MBを超える領域を使用できるようにするためです。
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4.15.
SAVE & EXIT SETUP
図 4.12: Save & Exit Setup

　"Y"を入力するとセットアップユーティリティーを終了し、ユーザーの設定をRTC CMOS SRAMに保存します。
　"N"を入力するとセットアップユーティリティーに戻ります。
4.16.
EXIT WITHOUT SAVING
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図 4.13: Exit Without Saving
　"Y"を入力すると、ユーザーの設定変更を保存せずセットアップユーティリティーを終了します。
　"N"を入力するとセットアップユーティリティーに戻ります。
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FCC Compliance Statement:

This equipment has been tested and found to comply with limits for a Class B digital device , pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful interference in residential installations. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency energy, and if not installed and used in accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause interference to radio or television equipment reception, which can be determined by turning the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the following measures:

-Reorient or relocate the receiving antenna

-Move the equipment away from the receiver

-Plug the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is connected

-Consult the dealer or an experienced radio/television technician for additional suggestions

You are cautioned that any change or modifications to the equipment not expressly approve by the party responsible for compliance could void Your authority to operate such equipment.

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subjected to the following two conditions 1) this device may not cause harmful interference and 2) this device must accept any interference received, including interference that may cause undesired operation.     

Declaration of Conformity

We, Manufacturer/Importer

(full address)

G.B.T. Technology Träding GMbH

Ausschlager Weg 41, 1F, 20537 Hamburg, Germany

declare that the product

( description of the apparatus, system, installation to which it refers)

 FORMDROPDOWN 

GA-BX2000

is in conformity with

(reference to the specification under which conformity is declared)

in accordance with 89/336 EEC-EMC Directive

 FORMCHECKBOX 
 EN 55011
Limits and methods of measurement
 FORMCHECKBOX 
 EN 61000-3-2* 
Disturbances in supply systems caused 



of radio disturbance characteristics of
 FORMCHECKBOX 
 EN60555-2
by household appliances and similar


industrial, scientific and medical (ISM
electrical equipment “Harmonics”


high frequency equipment

 FORMCHECKBOX 
 EN55013
Limits and methods of measurement
 FORMCHECKBOX 
 EN61000-3-3*
Disturbances in supply systems caused


of radio disturbance characteristics of
 FORMCHECKBOX 
 EN60555-3
by household appliances and similar


broadcast receivers and associated

electrical equipment “Voltage fluctuations”


equipment

 FORMCHECKBOX 
EN 55014
Limits and methods of measurement
 FORMCHECKBOX 
 EN 50081-1
Generic emission standard Part 1:


of radio disturbance characteristics of

Residual, commercial and light industry

household electrical appliances, 




portable tools and similar electrical 
 FORMCHECKBOX 
 EN 50082-1
Generic immunity standard Part 1:


apparatus

Residual, commercial and light industry

 FORMCHECKBOX 
 EN 55015
Limits and methods of measurement
 FORMCHECKBOX 
 EN 55081-2
Generic emission standard Part 2:


of radio disturbance characteristics of

Industrial environment


fluorescent lamps and luminaries



 FORMCHECKBOX 
 EN 55020
Immunity from radio interference of
 FORMCHECKBOX 
 EN 55082-2
Generic immunity standard Part 2:


broadcast receivers and associated

Industrial environment


equipment

 FORMCHECKBOX 
 EN 55022
Limits and methods of measurement
 FORMCHECKBOX 
 ENV 55104
Immunity requirements for household


of radio disturbance characteristics of

appliances tools and similar apparatus


information technology equipment



 FORMCHECKBOX 
 DIN VDE 0855
Cabled distribution systems; Equipment
 FORMCHECKBOX 
 EN 50091- 2
EMC requirements for uninterruptible 

 FORMCHECKBOX 
 part 10 
for receiving and/or distribution from

power systems (UPS)

 FORMCHECKBOX 
 part 12
sound and television signals



 FORMCHECKBOX 
 CE marking

[image: image2.png]


 (EC conformity marking)

The manufacturer also declares the conformity of above mentioned product 

with the actual required safety standards in accordance with LVD 73/23 EEC

 FORMCHECKBOX 
 EN 60065
Safety requirements for mains operated
 FORMCHECKBOX 
 EN 60950
Safety for information technology equipment


electronic and related apparatus for

including electrical business equipment


household and similar general use

 FORMCHECKBOX 
 EN 60335
Safety of household and similar
 FORMCHECKBOX 
 EN 50091-1
General and Safety requirements for


electrical appliances

uninterruptible power systems (UPS)

Manufacturer/Importer



   Signature  :     Rex Lin
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(Stamp)                                                   Date :  Mar. 15, 1999      
        Name   :    Rex Lin 
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DECLARATION OF CONFORMITY







Per FCC Part 2 Section 2. 1077(a)







Responsible Party Name: G.B.T. INC.







Address: 18305 Valley Blvd., Suite#A







LA Puent, CA 91744







Phone/Fax No: (818) 854-9338/ (818) 854-9339







hereby declares that the product







Product Name: 







Model Number:







Mother Board







Conforms to the following specifications:







FCC Part 15, Subpart B, Section 15.107(a) and Section 15.109(a),







Class B Digital Device







Supplementary Information:







This device complies with part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the







following two conditions:   (1)   This device may not cause harmful interference,







and   (2)   this device must accept any inference received, including interference 







that may cause undesired operation.







Representative Person's Name:     ERIC  LU







Signature:







Date:       Mar. 15, 1999







Eric  Lu
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